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人材確保・育成・定着 研修会

1

人材確保のための
介護現場をよくする研修会
■人材採用難時代に打ち勝つ採用･育成･定着の具体策

天晴れ介護サービス総合教育研究所 株式会社

代表取締役 榊原 宏昌
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講師プロフィール
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昭和52年、愛知県生まれ 介護福祉士、介護支援専門員
京都大学経済学部卒業後、特別養護老人ホームに介護職として勤務
社会福祉法人、医療法人にて、生活相談員、グループホーム、居宅ケアマネジャー、
有料老人ホーム、小規模多機能等の管理者、新規開設、法人本部の仕事に携わる
15年間の現場経験を経て、平成27年4月「介護現場をよくする研究・活動」を目的として独立

著書、雑誌連載多数。講演、コンサルティングは年間300回を超える
4児の父、趣味はクラシック音楽。ブログ、facebookは毎日更新中、日刊・週刊のメルマガ配信中
Zoomセミナー、動画講座も配信中。介護の読書会、介護現場をよくするｵﾝﾗｲﾝ・ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ主催
天晴れ介護サービス総合教育研究所 https://www.appare-kaigo.com/ 「天晴れ介護」で検索

■HMS介護事業コンサルタント ■WJU介護事業運営コンサルタント
■ＣーＭＡＳ介護事業経営研究会スペシャリスト ■全国有料老人ホーム協会 研修委員
■日本福祉大学 社会福祉総合研修センター 兼任講師 ■一般社団法人 考える杖 理事
■稲沢市介護保険事業計画策定委員会、地域包括支援ｾﾝﾀｰ運営協議会、地域密着型ｻｰﾋﾞｽ運営委員会委員
■出版実績：日総研出版、中央法規出版、ナツメ社、メディカ出版、その他多数
■平成20年第21回ＧＥヘルスケア・エッセイ大賞にてアーリー・ヘルス賞を受賞
■榊原宏昌メールアドレス sakakibara1024@gmail.com
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介護現場をよくする研究・活動
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➢facebook、ブログ等を毎日更新、情報発信
➢天晴れ介護サービス総合教育研究所YouTubeチャンネル 週１〜２回動画配信
➢メルマガ（日刊：介護の名言、週刊：介護現場をよくする研究＆活動通信）
➢以上の情報はHP（「天晴れ介護」で検索）よりどうぞ
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著書・雑誌連載
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本日の内容
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■はじめに

■人材採用の具体策

■育成・定着の具体策
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2040年の介護
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2018年5月22日 日本経済新聞より
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介護事業の倒産
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■「販売不振」（業績不振）が増加
原因別では販売不振（売上不振）の81件（前年比28.5％増、前年63件）が最多。
次いで、「事業上の失敗」（同57.8％減、同19件）と
「既往のシワ寄せ（赤字累積）」（同±0％、同8件）が各8件。
「運転資金の欠乏」が6件（同20.0％増、同5件）で続く。
（東京商工リサーチ）

■赤字の背景
稼働率減、報酬減、人手不足、人件費増、競合の状況（新規参入も）
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■状況
・利用者減、職員減の悪循環
・入所、通所ともに同じ状況（入所7割、通所6割）

■第１ステージ
・ステップ１：今の職員数で受け入れ可能な最大限まで利用者増を図る
・ステップ２：利用者増と職員増を同時並行で行う
・ステップ３：現行の加算型のまま、満床までもっていく

■第2ステージ
・強化型へ（施設・法人の一体的運営、家族支援、リハ強化等）

■第3ステージ
・超強化型へ

とある老健の事例より
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１．稼働
２．人員
３．加算、要介護度
４．経費

検討する順番
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人手不足の現状
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様々な人材確保対策

Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

人材確保を含む様々な施策
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 高齢者人口がピークアウトする2040年頃まで制度をもたせる
 「労働者」の幅をひろげる（≒働き方改革）
 介護保険制度の範囲での賃金アップ（＝処遇改善加算）
 少ない人数で効果をあげる（≒生産性の向上）
 ムダなお金をつかわず効果の確かなものに重点化する

（≒科学的介護）
 介護サービスが必要な人を減らす

（≒介護予防・重度化防止＆介護保険の重度者対応シフト）
 公定価格以外のサービス収益化

（≒選択的介護（自費との混合介護））
 経営の効率化（≒事業主体の大規模化）
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介護職員の新たな処遇改善
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〇政府の新たな経済対策の裏付けとなる今年度の補正予算案が衆議院を通過
した。15日の本会議で与党などの賛成多数で可決された。

〇介護職員の給与を月額3%（9000円）ほど引き上げる財源の1000億円も盛
り込まれている。政府はこのリソースを使い、来年2月以降に介護現場へ
新たな交付金を支給する。

〇対象は「処遇改善加算」の（III）以上を取得している介護施設・事業所。
経営者が介護職員以外の多職種へ配分することもできるが、そうなると1
人あたりの賃上げ効果は薄まることになる。

〇介護職員がいない居宅介護支援や地域包括支援センター、福祉用具貸与な
どは交付金の対象外。

〇衆院・予算委員会では、政府のこうした対象範囲の考え方が大きな争点に
なることはなかった。ただ賃上げの規模については、「人手不足の解消に
は不十分」との声もあがった。

〇政府は来年10月以降、介護報酬の改定によって賃上げ効果を維持していく
方針。岸田文雄首相は追加策にも意欲をみせており、13日の予算委では
「処遇改善の取り組みを発展させていきたい」と述べた。
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介護職員の新たな処遇改善
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やめた理由
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愛知県「介護のお仕事」より 「介護の魅力ネット・あいち」からも閲覧可能

初任給の状況
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勤務継続に重要な要素
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勤務継続に重要な要素
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本日の内容
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■人材採用の具体策
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人材確保５つのステップ
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１．現在地と目標値の共有

２．基本マニュアルとレクチャー

３．採用活動の計画・記録・効果測定

４．特徴の示し方（求人票、広告、HP等）

５．人材採用の動画制作
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■状況
・利用者減、職員減の悪循環
・入所、通所ともに同じ状況（入所7割、通所6割）

■第１ステージ
・ステップ１：今の職員数で受け入れ可能な最大限まで利用者増を図る
・ステップ２：利用者増と職員増を同時並行で行う
・ステップ３：現行の加算型のまま、満床までもっていく

■第2ステージ
・強化型へ（施設・法人の一体的運営、家族支援、リハ強化等）

■第3ステージ
・超強化型へ

とある老健の事例より
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１．稼働
２．人員
３．加算、要介護度
４．経費

検討する順番
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１．現在地と目標値
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・現在、正職員が〇人、非常勤が〇人、常勤換算〇人

・稼働との関連もあるが、あとどれだけいたらOK？

・業務表なども使って、適正人員を導き出す

・部署ごとに行う

・退職者も見込んだ計画的な採用、新卒採用も
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２．基本マニュアル
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結論は、広報・稼働向上と同様

「魅力」×「発信」
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２．基本マニュアル
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■採用活動とは？

・ハローワーク、各種学校との関係づくり
・お仕事相談会
・職員紹介制度
・広告
・自法人、自事業所の特徴の明確化
・ホームページ、ブログ等
・継続的な情報発信
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３．採用活動計画
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３．採用活動計画
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 何を、何回（頻度）行うかを決めて、やり切る

 説明、トークについて再検討する
（基本説明、FAQ、職員の声等）

 法人内の資源もフル活用する（紹介、家族、知人）

 訪問活動ができない時の代替案も考えておく

 行動の管理をする、上司部下で一緒に行う
共有＋ねぎらい＋改善
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３．採用活動計画の数値管理
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 計画の遂行 〇件
 問い合わせ 〇件
 職員紹介 〇件
 お仕事説明会 〇件
 応募・面接 〇件
 採用 〇件
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数字で記録し把握することの重要性
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 数字で記録し、数字で共有し、数字で考えて、
数字を作る行動をする

 現在地と目標値が明確になる
 数字（具体的な結果）に責任を持つ
 その数字を関係者全員で共有する
 数字から行動や考え方が見える

よって、考えられる解決策も変わる
 得たい結果（目標）と行動が一致しているかが点検できる
 これらの数字は指導者とも共有する

共有しないと、適切な指導を受けられない
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４．特徴の示し方
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 改めて「基本情報」を確認する
（地域、勤務時間、専門職配置、併設サービス、年齢層など）

 「特徴」を３つあげてみる
（※求職者ニーズに合った差別化）

 「特徴」を示す「職員の声」をあげる

 「職員の声」は「不安・懸念」「体制・対応」「結果」

 「FAQ」も作ってみる
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お仕事相談会を中核とする求人戦略
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求職者の不安に応える内容にする
■求職者の不安
・どんな仕事？
・どんな条件？（給料、休日、休憩等）、勤務地は？
・職場の雰囲気は？
・私にもできるの？（スキル、体力、年齢等）→入社3 か月の具体的な内容など
・成⻑できる？
・どんな経営者、方針？

■中途採用者が欲しいこと
・高い給料
・スキルを正しく評価してくれる
・人間関係がよい
・スキルアップ
・休み多い、残業少ない
・家から近い
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訪問介護について
■ヘルパーの求人のためのヒアリング「業務の魅力、よくある誤解」
魅力
・個人的にお礼を言ってもらえてうれしい
・毎回楽しみに訪問を待っていてくれる
・話し相手になることで利用者の気持ちが落ち着いてくれる
・自宅に⻑く住みたい方の支援ができることがうれしい
・自由な時間で働ける
・掃除や料理は主婦業でのスキルが発揮できる
・介護全般が行えるので自分の介護力が向上できる

誤解
・料理ができないから無理である
・掃除が苦手
・時間内にサービスが終わらない
・ものを壊したら弁償しなければならない
・交通事故が怖い。車の弁償をしなければならない
・身体介護（自宅での入浴）はきつい
・１対１のコミュニケーションは難しいと思う
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34

パンフ・HP・ブログ・SNS等
・職員の声、動画
・新人研修、OJT
・モデル給与、スタッフの1日等
・研修制度、スキルアップ支援、キャリアラダー
・福利厚生（手当、処遇改善、希望休、リフレッシュ休暇、育児支援、家族が喜ぶ等）
・平均年齢、男女比率、離職率、有休取得率
・職員アンケートの実施とその結果
・各種認証制度、取材記事
・経営者からのメッセージ（ルーツ、歴史、ポリシー、これからの展望）
・トータルリワード（総合的報酬）＝金銭的報酬＋非金銭的報酬

➢以上を書き込む。ブログ、SNSではリアルタイムで情報を更新！

金銭的報酬 給与・賞与・手当・福利厚生

非金銭的報酬
法人の文化、組織体質、価値観
仕事と私生活の両立、労働環境
成⻑・自⼰実現の機会、表彰制度等
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５．採用動画

■動画スライド案
・基本情報
・特徴３つと職員の声
・応募にあたって
・おわりに

35
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１．通常の採用活動だけでは伝わりきらない、
まとまった内容となる

２．ハローワーク担当者、学校の先生が
求職者や学生に勧める時に使ってもらえる
→ただし、こうした使い方自体も広報しないといけない

３．動画を制作するプロセスで説明力が向上する

動画制作のメリット
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本日の内容

37

■育成・定着の具体策
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職員のメンタルヘルス
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■職員のストレス

➢職場において
・厳しい感染予防を続けることでの緊張感
・感染する、感染させてしまうかもしれない恐れ
・刻一刻と変化する状況への対応
・法人のリーダーシップについて、職員を守ってくれるのか？

➢家庭・地域において
・配偶者の在宅ワーク、子供の休校、要介護者のデイ休業等
・配偶者の仕事の状況（家計に関連して）
・保育所、地域での差別的な扱い
・ストレス解消の機会が少ない
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職員のメンタルヘルス
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■個別面談の重要性
➢知人の言葉「対話が重要視される福祉の現場に、対話なし」
➢ケアする人のケアの重要性、体制・仕組みづくり（組織図、役割分担）

■職員の基本情報の把握
➢メンバーの基本情報を知っているか？

氏名、年齢、資格、経験、通勤、家族、体調、その他
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面談のパターン
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頑張ったこと
良かったこと

学んだこと
感謝していること

今月の目標（自身）の
振り返り

今月の目標（上司より）の
振り返り

困っていること
悩んでいること

その他
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Npo法人日本介護医療マネージメント研究所 外川聖仁氏の資料を参考に作成

面談・対話の重要性
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・指示・命令系統を明確にする
・それぞれの役職の職務内容、職責を明らかにする
・ケアする人をケアする体制をつくる

組織図の重要性

42
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・普段しゃべっているから、とは違う。会話と対話の違い。
・あらかじめ年間予定を立てる。話を聴く姿勢を示す。

当然、随時対応もする。

面談について

43
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・生活の安定（収入）
・適切な評価と承認
・成⻑、スキルアップ（昇進含む）
・仕事のやりがい（理念と実践）
・職場の楽しさ（仕事以外のつながり含む）
・良好な人間関係（上司、同僚）
・プライベート、家族
・働きやすさ（休憩、休日（有休、希望休））、安全

・以上を把握し、改善する体制や仕組み
・以上についての納得いく説明、意見交換

職員のニーズを考える
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仕事とは？

45

Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

内容業務とは？
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■日頃の業務の中で気になることはありますか？
領域 気になること（改善したいこと）
環境面 ５S、安全性、生活感、自立支援 など

接遇面 挨拶、言葉遣い、身なり、表情・態度 など

基本的な介護 食事、入浴、排泄、健康管理、リスクマネジメント など

楽しみ・喜び 趣味、役割、交流、個別ケア など

家族・地域 家族との情報共有・連携、地域交流・連携 など

事業所維持
コンプライアンス、稼働等 法令遵守、稼働、災害対策、人材の定着 など

チームワーク 情報共有、面談、会議 など

その他



Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

内容ルールの重要性
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業務の定義（ルール化、標準化）
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■入浴ケアの例
・衣類、オムツ、タオル等を事前に用意

※入浴中は目を離すことがないようにする
・前の利用者の汚れや石鹸が残っていないか確認

※他人の汚れは気になるもの
・脱衣の際に、健側から患側の順番で行う
・ボタンの取り外し等、自力でできるところは自分で行うよう

利用者に促す
※利用者ごとのできること、できないことの見極めが重要

・拘縮のある手の中、脇、足の指の間、足の裏、かかと、陰部
などは垢がたまりやすいので注意

・入浴後は疲労しているため、立ち上がり、立位、歩行には
十分に注意する
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業務の定義（ルール化、標準化）
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■標準化（マニュアル）に入れたい要素

・リスクマネジメント（介護事故防止）
・自立支援（リハビリ的視点）
・健康管理（看護的視点）
・福祉用具の活用
・虐待、不適切ケア防止
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業務の定義（ルール化、標準化）
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■肯定的コミュニケーションの例
・ありがとう
・助かりました
・うれしい
・一緒に頑張ろう
・応援します
・おはよう／お疲れ様
・返事／うなずき
・アイコンタクト
・名前を呼ぶ
・拍手
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業務の定義（ルール化、標準化）
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■表情・態度の例
・常に利用者が話しかけやすい表情
・ものを渡す時には両手を使う

※やむを得ず片手になる時は「片手で失礼します」と言う
・【不適切】あくびを遠慮なくする
・【不適切】雑な物の扱い、物を投げる、足で扱う
・【不適切】背中を向けたままで返事
・【不適切】ため息、舌打ち
・【不適切】利用者や家族によって態度を変える
・【不適切】不機嫌（特に忙しい時）
・【不適切】頬杖をつく

Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.
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マニュアルの例
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愛知県「介護のお仕事」より 「介護の魅力ネット・あいち」からも閲覧可能

介護の仕事とは
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生活歴・生活習慣の把握
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生活歴・生活習慣の把握と活用
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アセスメントを行うものの、情報が現在に偏りがち…
➢以前の情報、要介護状態になる前の暮らしぶりにヒントが多い！
➢障害は治らなくても、以前の生活スタイルを取り戻したい（近づけたい）

☑リハビリの目標
☑BPSDの緩和
☑地域交流
☑インフォーマル資源の活用
☑ターミナルケア（人生の最終段階）
☑多職種で共有する共通目標の設定

➢生活歴・生活習慣の把握の方法
◎白紙を渡す ◎記載例も渡す ◎意義を伝える
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生活歴・生活習慣の把握
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本日の内容
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■はじめに

■人材採用の具体策

■育成・定着の具体策
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人材不足の負のスパイラル
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人材の正のスパイラル
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人を大切にするということは、
その人が大切にしているものを大切にすること

利用者を大切に、職員を大切に
そして、自分自身も大切に・・・

最後に・・・
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講演・コンサルティング実績と主なテーマ
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著書・雑誌連載
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オンラインプログラムの全体像
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■無料教材
セミナー（月1）/facebookライブ･YouTube（週1）/メルマガ（週刊･日刊）

■通常セミナー（月5〜10）
経営から現場まで全方位、ゲスト講師あり、Q&Aつき

■1日6H集中講座（月1）
施設⻑・事務⻑講座／管理職・チームワーク／ケアマネジメント／稼働・サービス
人材確保・育成・定着／小規模多機能／接遇／虐待防止／業務改善・・・など

■PDCA☆3カ月チャレンジプログラム
2週間に1度のPDCAセッション（目標･取組･結果･対策）

■リーダーズ・プログラム
・オンラインセミナー（月5〜10本）＋集中講座
・リーダーズ・サミット（特別セミナー、年３回）
・セミナー動画（経営から現場まで100本以上）※限定動画もあり
・会員限定のグループコンサルティング（月１回、QA中心）
・会員限定のPDCAグループコンサルティング（月２回、PDCAセッション）
・会員限定のチャットワークグループ（最新情報＆会員同士の交流促進）
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1月のオンライン企画（詳細はHPより）
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 1月15日（土）
10：00〜17：00 「稼働率＆サービス改善！」1日集中講座

 1月17日（月）・31日（月）
19：00〜21：00 介護事業の教育インフラ！ リーダーズ・プログラム 会員限定PDCAコース

 1月24日（月）
10：00〜11：30 相談援助職・リーダーのための説明力向上講座「訪問看護のACP」
14：00〜16：00 工藤由美さんの管理職のための 対職員コミュニケーション力向上講座
19：00〜20：30 経営から現場まで！介護事業の教育インフラ

職員研修＆業務改善リーダーズ・プログラム 説明会＆オリエンテーション
 1月25日（火）

19：00〜21：00 進絵美さんの面談スキル向上講座（進塾）第３回
 1月27日（木）

14：00〜15：30 介護事業の教育インフラ！リーダーズ・プログラム 会員限定「グルコン」
19：00〜20：30 無料介護セミナー！特集「人材確保５つのステップ」

今月の介護ニュース＆トピックス！
 1月31日（月）

14：00〜16：30 実地指導対策マニュアルセミナー「居宅介護支援」
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介護事業の教育インフラ(法人･個人)
■介護事業の永続的な成功をもたらす「教育インフラ」リーダーズ･プログラム
（経営から現場まで、職員研修＆業務改善のベースとなるもの）

Ⅲ．コミュニティ（長く成功を続けるには、共に学ぶ仲間が必要！）

１．月１回９０分のグループコンサルティング
２．会員限定のチャットワークスグループ（1月より）

Ⅱ．コーチング（学んだことを実践につなげる）

１．月２回２時間のPDCA実践コンサル＋フォロー動画（人数限定G、1月より）
２．月１回９０分のグループコンサルティング
３．セミナーの際のQ&A

Ⅰ．コンテンツ（A→Bに行くための知識・ノウハウ）

１．動画プログラム（全方位、既に100本程度）
２．セミナープログラム（月5〜10本）
３．コンサルティングレベルのコンテンツ・教材
４．経営者・幹部・施設⻑向け限定コンテンツ！
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内容Facebookライブ＆YouTube（無料！）
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LINE公式アカウント始めました！
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■対象者

・介護事業の永続的な成功を目指す経営者・経営幹部の方
・独立開業や管理職・専門職・講師業等でスキルアップ

したい個人の方

※LINE登録特典動画「経営から現場まで！介護事業の永続的な
成功を実現する３つの取り組み」を現在制作中（＾＾）
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人材採用・育成・定着の具体策
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